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フェンス中心

既存擁壁

A工区南側敷地境界線

▼計画地内の現況地盤高　約126ｍ

▼計画地盤高　約129ｍ

▼現況地盤高　約128ｍ

盛土

現況地盤高に合わせて平場を通路状に整備する。
フェンス中心より1.0ｍの位置を敷地境界線とし、

　 平場の地盤高はその箇所の地盤高
※現況地盤高は一定ではないため、

　 に合わせること。

応募者の提案によるものとする。
法面の勾配、仕様については

なお、途中段差を設けないこととする。

敷地境界線から既存擁壁までの範囲も本事業の造成工事に含める

A工区敷地南側境界線の造成計画の考え方

境界沿いに側溝を設け計画地外への雨水流出対策を行うこと。
流入量を考慮した側溝の仕様を提案すること。
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